平成24年　日本オプティミストディンギー協会年次総会議事
開催日時：平成24年8月25日（土）18:30～20:00
開催場所: 葉山港管理事務所　　３階　多目的室Ａ
審議に先立ち榊原理事（日本オプティミストディンギー協会　以下OP協会と表記）より評議員総数47名に対し、出席評議員数34名（内委任状15名）でOP協会規約（第21条 １）、総会の定足数及び議決方法）を満たしており本総会が成立したことが報告された。

尚、OP協会浅野会長が所用で出席できなくなったため、国見副会長が議長に選任され、議事録作成をOP協会事務局　榊原和久、署名人を中川二朗氏（横浜ジュニアヨットクラブ・東日本）及び松尾英樹氏（広島セーリングスクール・西日本）として審議に入った。

議題1　　２０１１各委員会活動報告・２０１２各委員会中間報告
＜結論＞　各委員会より総会資料に沿って報告・説明があり。特に質疑もなく、評議員一同拍手にて了承した。
　（議事詳細）
濱本理事長）　選手会員が減ってきており、資金繰りもますます厳しくなっている。

協賛についても、不況によりなかなか集まらないのが現状であるが、健全財政を目指して努力していきたい。

質疑）なし

議題２　　２０１１会計報告・監査報告

　＜結論＞　長堀理事から会計報告を実施し、特に質疑はなかった。

秋山監事から監査報告を実施した。監査上、指摘事項は特になかった。
評議員一同拍手にて了承した。

議題３・４　各委員会活動計画報告・予算
＜結論＞　各委員会別に濱本理事長より総会資料に沿って発表。特に質疑もなく、評議員一同拍手にて了承した。
　（議事詳細）

(1) レース委員会事業計画について、以下の補足・修正があった。

1 2014年度日本オプティミストディンギー協会ナショナルチーム最終選考会の開催地は和歌山。（総会資料記載は未定）

2 全日本開催地については、別途本総会において協議・決定する。
(2) 強化普及育成海外派遣委員会事業計画について、以下のとおり開催地・日程の補足があった
1 アジア選手権の人数はまだ確定ではない。

議題５　評議員からの意見・要望

質疑）
中川氏（横浜ジュニアヨットクラブ）：　全日本選手権の日程の確認をしたい。来年度は10月から11月でアジア選手権のために計画しているが、全日本の日程変更は、元に戻すのか、来年度だけの変更なのか確認したい。

濱本理事長：　来年については、アジア選手権のために暫定処置として１１月に変更する。その後は、総会決議通り、8月に実施する予定。総会決議事項でもあり、いろいろな意見がでているが、基本的には8月で推移していきたい。

中川氏（横浜ジュニアヨットクラブ）：　具体的に各クラブの意見をどのように集約するのか？今までもいろんな議論で全日本の日程は変更してきた。８月に移動したことについての、ある程度の評価は必要だが、どういう手順で意見を反映するのかを教えてほしい。

濱本理事長：　8月になったのと、同じ手順で反映する。各クラブの意見を理事会で議論し、総会に付議し決めていきたい。前回も総会で決議したので、今回も同じ手順で議論していきたい。

中川氏（横浜ジュニアヨットクラブ）：　全日本を８月に実施することについては、メリット、デメリットがあることは理解している。エネルギーをつかって変更した日程なので、きちんと理論構築して、会員に説明してほしい。

国見副会長：　今の協会方針としては８月が基本方針。総会決定事項について、変更を要するのであれば、総会にて変更する。具体的に意見がきていない。要望があれば理事会で審議していきたい。

青山氏（葉山町）：　去年、今年と東西で全日本選手権を実施している。選手を決定するなかで10日前に決定という期間では、遠方への遠征は非常に苦しい選択になる。140名までの選考方法を検討すべきだと思う。

また、アジア選手権を実施するにあたり、国内は開催地枠があるがアジアの開催で地元枠等があるかどうかが決まっていれば教えて欲しい。

花田理事：　来年のアジア選手権の選手の数については、ＩＯＤＡのＩＯＤＡハンドブックに規定されている。基本としては、アジアメンバーは７名。ホスト国は倍の14名と定められている。来年のアジアは他のアジア各国のメンバーから大会参加枠を増やしてはどうかと意見があり、現在国際オプティミストディンギー協会（以下、ＩＯＤＡ）と日本オプティミストディンギー協会で協議をしているところである。14名は予定であって決定ではない。

濱本理事長：　開催地でプラクティスレース等に出場したいのであれば、理事会で議論したい。

青山氏（葉山町）：　要望については、どこにいえばいいか。

濱本理事長：　アジア選手権の件であれば、レース委員会の理事に言ってほしい。

国見副会長：  2004年アジア選手権においては、葉山でプラクティスレースがあった。開催地に協力のお礼を含めた意味で、開催地のクラブにプラクティスレースに参加してもらった経緯がある。ウェルカムパーティーにも、葉山町の選手に開催地のジュニアセイラーとして参加してもらった。日本オプティミストディンギー協会としても前向きに前回以上に開催地と大会との関わりについて検討していきたい。

倉橋氏（海陽海洋）：　全日本の日程の見直しを、なごやＪ、浜名湖Ｊと共同で要望したい。
濱本理事長：　今回の総会に議題としてあげていただければ、議論できた。理事会で一度検討させていただく。選手の全日本選手権出場の選考期間に問題があるという点も考慮して、今のところ８月を考えているが理事会で議論し最終的には総会で議論して考えていきたい。

青山氏（葉山町）：　今回の総会資料にＮＴ合宿を葉山で実施するとある。葉山で行われるのであれば、事前に地元のクラブにも連絡してほしい。前回の総会でも東日本選手権は直前まで葉山で実施するとなっていた。総会のなかで開催地未定に変わったと聞いている。地元クラブとしてはＯＰ協会から、事前に聞いていない。もう少し、地元に対する連絡、情報の共有を行って欲しい。今回の全日本選手権の実行委員長を実施したが、ＯＰ協会と実行委員会で色々な祖語もみられた。地元クラブにＯＰ協会の理事がいれば、情報も共有できて良いが、大会の度に理事となるわけにもいかない。もう少し主催者としてどう考えるのか、どう実行委員会を動かしていくのかが、実際に現場で動く保護者等に響いていくことになる。今後は、もう少し理事の方に見直しほしい。

濱本理事長：　ＮＴ合宿の件については、相談なく乗せたということで申し訳なかった。全日本についてもＯＰ協会もまだまだ組織が脆弱なので、迷惑をかけないなかで進めていきたい。

国見副会長：　色々とご迷惑をかけたとお聞きしている。ＯＰ協会と地元、協力してもらう皆さんと意思の疎通をしていく必要があると思っている。今回の進め方は誠に申し訳なかった。

中川氏（横浜ジュニア）：　来年のアジア選手権の準備の進捗状況はどうか。メインスポンサー、実行委員会の組織等をわかる範囲で説明してほしい。

国見副会長：　リビエラリゾート様、フォーシーズ様をメインスポンサーとして予定している。実質的には今回の全日本と同じ形式で、葉山港、逗子マリーナを利用して実施していく。宿泊、懇親会への協力については、リビエラリゾート様からご内諾をもらっている。フォーシーズ様からも物品、金銭での支援もいただくこととなっている。収支については、現在のところ、エントリーフィーだけでは収支があわない。宿泊、懇親会の費用負担をリビエラ様にどこまでしていただくかを協議している。現状では、500-600万円の赤字になると予想されるので、協賛、協力を各スポンサーに依頼し、日本オプティミストディンギー協会の本会計に負担をかけないように考えている。

花田理事：　チャーター艇については、ＦＡＲＥＡＳＴ社と現在交渉中。コーチボートもＦＡＲＥＡＳＴ社で６艇　480をチャーターするように手配している。選手から集めたお金をそのまま渡す予定。出場艇数が確定できていないが、ＦＡＲＥＡＳＴ社ではＭＡＸ130艇まで対応可能と聞いている。

小林氏（宮津）：　全日本の日程について。西日本においても２学期の始まりが9月1日より早まってきており、できれば、全日本選手権開催日程の意見を聞いていただく場を設けてほしい。

濱本理事長：　１１月の開催を総会決議によって８月に変更したが、弊害もでてきている。先ほどからの意見を充分踏まえて、理事会で議論していく。会員の皆様のより良い方向に進めていきたいので要望書を出してほしい。

国見副会長：　全日本の開催日程について４クラブから本総会に意見が出されたということは、重要度が高いと認識している。日本オプティミストディンギー協会としても総会で意見がでたということで真摯に受け止めて理事会で議論していきたい。

議題６　　その他の議案
1. 2013年の全日本選手権の開催地について

濱本理事長：　全日本の候補地にいくつか立候補がでている。各評議員に無記名で投票してもらい多数をとった候補地に決定したい。投票結果は、翌日掲示する。

矢野新理事長、周東監事、秋山監事立合いにて開票の結果、2013年全日本の開催地は蒲郡に決定。開票結果は、全日本選手権にて一般公示した。

議題７　　役員改選

＜結論＞井上選挙管理委員長から公示と結果について説明があった。理事立候補者について４名の立候補を発表。定員以下のため選挙ではなく拍手での議決となり、立候補者４名は評議員一同の拍手により承認された。4名が理事となった。また、周東監事も拍手で承認された。
　　【選任理事】河内孝明・須河内利明・田中令江・花田卓教
　　【選任監事】周東英卿
　　【退任理事】長堀香津子・深沢文彦
休憩をはさみ、第一回理事会が開かれ、新理事長及び会計担当理事が次のように決定し、総会で報告された。

　　　　理事長　　　　矢野荘一郎
　　　　会計担当理事　須河内利明
以上を以て、平成24年　日本OP協会年次総会は終了した。

議事録作成日：　平成24年9月14日

作成者：　榊原　和久（OP協会理事）

議事録署名人：　中川二朗　　　　　　　　　　　　　　　9/15確認
（横浜ジュニアヨットクラブ・東日本）
　　　　　　　　松尾英樹　　　　　　　　　　　　　　　10/7確認　　

（広島セーリングスクール・西日本）
　

以上

